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計れ））両0日からわ陣痛垂＝高雄7叶「諦宿し、千串間8位
f叫ました。穴乱掘鉦こ蒔中一しても日中継げ－、卑し星短1月フロアーに棺潰さて

く柾こじと患いま†。£仁、勘こ植申して（膏中丸で人事、向く恩フロアーの吐息にUほれ

て旺二法、大きく一宮高邁のし自l諸子び与良て－縛常葉し決河は，て珪してこ。

（（寸くり）r塙んの机んも、たたん㍗印中上．∴∴∴、
年が矧巨臣、憤時計とも吾ちか美浦で青く紅組だ7中一（。奇なびiこくを辛、質弓

のみともだちも卑し太守く旬†ここ手玉碑ひては車、す。千〇室起き、T的ご大のボふとん‘再主

用えび坤で†幸雄か申．t手車外す祖国（起きてT七ゝもて的叩雪上と咤L

L汚く諸員てくす高地串一札†。。両乱昧う（こ－大高。「。旺こ串、肇しくて申しで

7－、一人で、軒こもれしてい己靖盤置営丈て喧し†二。

日曜日）「打直配りの乍誌を増乱て達しで弔う！●
謹巻き彊諒時評罷誹りで恒、食器セーフのせて遥高当一丸信金嵩露じ

吋娠直航缶で洋二の私　計れ菜種．・か、綱の掠らしつとの握彊疏ソ乱て
自評川増山仕草o掴吐血÷珪酌輔、居当富むていけ症藩，7両串

（（坤l））でわ持すんの部名サーご匡高富ぶて了要言．
細評L捕自足7叩－「こ裏打こ紅・食事を短旺河は，丘ころに、坤諸賎彊
4t守れ畔乱の菩薩璃…語は食生白草‾短命を食詰伸主一かばや大帝唯
の蔦蕾なき手偏，エソ、埴かせに持ち当日弓（をしてくれて自軍oわ川蝉再ぎけ質と尊く、

ぉ顔ぎ乱の吾唯（。置、揮うyl浩短く宙に二℃鴫囲い坤で年か手伝

いt練れし勘こ帰て（評・某夜亜咋直幸当年屈団㌧Iか高・いすか卵十一！，

と再。そう・これて「、乏し七。紅組む関れ両理科－U、もがく航ここ珪

酌、、お、弾目して農高、ろニd－柚子が喜高く航二壇葦しく辞してく塙は、馬、，て
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